
秋山孝が選んだ30の金言
高田清太郎の建築デザイン哲学展
30 Golden Sayings
Seitaro Takada’s Architectural Design Philosophy



目次

03 | 「秋山孝が選んだ30の金言・高田清太郎の建築デザイン哲学展」開催にあたって　秋山孝

04 | 高田清太郎30の金言1（建築1）

06 | 高田清太郎30の金言2（建築2）

08 | 高田清太郎30の金言3（建築3）

10 | 高田清太郎30の金言4（建築4）

12 | 高田清太郎30の金言5（建築5）

14 | 高田清太郎30の金言6（建築6）

16 | 高田清太郎30の金言7（建築7）

18 | 高田清太郎30の金言8（建築8）

20 | 高田清太郎30の金言9（建築9）

22 | 高田清太郎30の金言10（建築10）

24 | 高田清太郎30の金言11（建築--雪1）

26 | 高田清太郎30の金言12（建築--雪2）

28 | 高田清太郎30の金言13（建築--雪3）

30 | 高田清太郎30の金言14（建築--雪4）

32 | 高田清太郎30の金言15（建築--雪5）

34 | 高田清太郎30の金言16（建築--雪6）

36 | 高田清太郎30の金言17（建築--雪7）

38 | 高田清太郎30の金言18（建築--雪8）

40 | 高田清太郎30の金言19（建築--雪9）

42 | 高田清太郎30の金言20（人生1）

44 | 高田清太郎30の金言21（人生2）

46 | 高田清太郎30の金言22（人生3）

48 | 高田清太郎30の金言23（人生4）

50 | 高田清太郎30の金言24（人生5）

52 | 高田清太郎30の金言25（人生6）

54 | 高田清太郎30の金言26（人生7）

56 | 高田清太郎30の金言27（人生8）

58 | 高田清太郎30の金言28（人生9）

60 | 高田清太郎30の金言29（人生10）

62 | 高田清太郎30の金言30（人生11）

64 | 高田清太郎略歴、奥付け





A10 -- 3



2011年8月24日
日本建築学会大会会場・早稲田大学・大隈重信像前にて
賞状を手にする秋山孝（左）、高田清太郎（右）

1983年頃
大径木を製材する前の木取りの検討会。
製材士の室橋繁一氏（左）、タカモク会長の高田清作（右）

「秋山孝が選んだ30の金言・高田清太郎の建築デザイン哲学展」開催にあたって

秋山 孝　秋山孝ポスター美術館長岡・館長、多摩美術大学・教授

秋山孝ポスター美術館長岡(APM)は、ポスター美術館である。ポスターは、一枚の大きな紙に絵と文字でメッセージ

を伝える芸術だ。そこには、感動させる力があり他の美術とは異なる魅力がある。なんでもありの芸術ではなくポス

ターという枠組みから外れることはない。そこで、「秋山孝が選んだ30の金言・高田清太郎の建築デザイン哲学展」を

開催する。

ポスターの要素にはわずかな紙面に的確な形と色彩と文字でデザインするが建築デザインと酷似する厳しい思考と

思索するデザインの共通項がある。その考える過程は、全く同じだ。想像してほしい、建築図面は、ぼくから見ればまる

でポスターよりも美しくてその美的構造が見え隠れすると感動と喜びにうち震えるのだ。そこには、困難で不可能な課

題を克服した発想に満ちあふれている。たった一枚の紙面のなかで語りかけるメッセージは、はかり知れない。どの細

部を見ても完璧で考え抜かれている。もし、それがいい加減で中途半端なものが見えてくると一瞬でしらけて紙以下

になってしまうのだ。それを乗り越えて出来上がったものは我 に々幸福感と達成感を与えてくれる。

高田清太郎は、言葉の人である。「言葉には力がある」と信じている。だから、誰よりも多弁だ。寡黙の美意識は微塵も

感じられない。ぼくもそうだからよく理解できる。なにしろ言い切らないと納得がいかない。ということは、どんなに話し

ても終わりがないということだ。終わりがあるとすれば、ただ死あるのみかもしれない。ぼくは、なんとか高田清太郎と

いうひとりの人間を知りたいし、心の奥深くにある哲学を発見したいと思っていたのである。表面的な言葉は悲しい

し、適当な会話の時間的連続はもっと虚しい。だから長時間かけての観察と思索と洞察は最も重要で、ぼくの創作の

基本にしている。やっとその機会がやってきた。なんとか高田清太郎の答えが出てきそうだと閃いた。それが「秋山孝

が選んだ30の金言・高田清太郎の建築デザイン哲学展」だ。

ポスターは、一つの言葉と一つの図像で成立する。いとも簡単に思うかもしれないが、それは困難を極める。つまり、

一つが完全で完璧でなければならない。その完璧な一つどうしの組み合わせの結果それ以上の完璧さが要求され

る。そうでなければ組み合わせの驚きも感動も生まれないのである。いったい高田清太郎は誰か、あるいは何者か。と

ういところに言及しなければならない。そこでぼくは、ポスターの条件「文字と図像」の言葉(文字)からはじめた。高田

清太郎の言葉から「金言」にあたる一言の収集作業に入ることにした。輝き響き渡る「高田清太郎の金言」をだ。それ

は、借りた言葉でもなく心の深遠さに裏打ちされたものでなければならない。その条件は厳し過ぎるが、ここをいい加

減にするとただ軽薄な結果が待っている。ひとことの金言と一枚の図像（図面、建築写真、立体模型）からより選び抜

かれた組み合わせ、それは絶対である。必要のない補いに頼ることはしてはならない。表現者の唯一のモラルなので

ある。高田清太郎の心の叫びを厳粛に聞かなければならない。そこには、「真実と美」に満ちているはずに違いない。
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如何に建築が立地条件に左右されるかを今更ながらに垣間見た思いがする。

高田清太郎30の金言1（建築1）

[タイトル]--------長岡ルーテルキリスト教会（ゆきん子ペンギン教会）
[建設地]---------新潟県長岡市三和町
[竣工年]---------1992年
[構造]------------木造2階建
[規模・面積]-----299.92㎡
[主要用途]------礼拝堂

1992年に建てられた長岡ルーテルキリスト教会。初めて設計に携わる教会建築であった。キリスト
教会は全世界に建立されてはいるが、雪国長岡にはその土地の持つ記憶をデザイン化したもので
ある。デザインモチーフは雪袈裟を纏った可愛い雪ん子である。＋ペンギンをモチーフに加えた。
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空を舞う鳥になったような錯覚に襲われることだろう。

[タイトル]--------ミトロの森　間知づくりプロジェクト
[建設地]---------新潟県見附市柳橋町
[竣工年]---------2000年～2008年
[構造]------------木造2階建
[規模・面積]-----165㎡～270㎡
[主要用途]------整形外科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、内科、調剤薬局

建築家（設計者）は様々な表現手法を用いて建築を実現させるのである。図面しかり。模型しかり。
パースしかり。元々鳥瞰図の一種であるアイソメ・アクソメは二次元のキャンバスに３次元を表現す
る最も良い手法の一つである。そのまんま舞う鳥から見た立体画である。設計者は、プランニングを
しながら、ゾーニングの中に一筋の線を描き始める。まるで空飛ぶ鳥のような視覚である（錯覚であ
る）。毎年一棟ずつ建築されたミトロの森は５診療科クリニックと調剤薬局から成り立っている。こ
れが間知（まち）づくりの始まりである。

高田清太郎30の金言2（建築2）
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力の流れが作るリズム感で心の高揚感を生み出す。

[タイトル]--------高田建築事務所設計室（巣舞る工房モクード）
[建設地]---------新潟県長岡市摂田屋
[竣工年]---------1994年
[構造]------------１階ＲＣ、2階木造ハイブリッド構造（車輪型張弦梁）
[規模・面積]-----495.4㎡
[主要用途]------オフィス

1994年完成した弊社設計室「モクード（木＋Woodからなる造語）」。力の流れの木構造をそのま
まデザインとして表出させる。7Ｋ×7Ｋの車輪工法の上弦材（木）はコンプレッションと下弦材（鉄）
はテンションがバランスよく配置されている。中央リングは、それらのテンションとコンプレッション
の力の流れが緊張感を醸し出してくれる。

高田清太郎30の金言3（建築3）
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楽しい空間を如何に作り込んでいくかを真正面から取り組んだ。

[タイトル]--------田宮病院精神科病棟第八病棟（ホスピデンス）
[建設地]---------新潟県長岡市深沢町
[竣工年]---------1996年
[構造]------------鉄筋コンクリート造2階建
[規模・面積]-----2669.61㎡
[主要用途]------病院

1996年に竣工した田宮病院精神科第8病棟。初めての病院建築である。精神科の歴史は囚院か
ら僧院、そして病院、これからは健院へ！コンセプトは病院から住宅へ！そのまま「ホスピデンス
（Hospital＋Residence=Hospidence）」とネーミングされる。

高田清太郎30の金言4（建築4）
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「老人から豊人へ！」「老人福祉施設から豊人福祉施設へ！」いつか、きっと、看板の架け替えが

必要とされることだろう。

高田清太郎30の金言5（建築5）

[タイトル]--------高齢者福祉センター（健康の駅ながおか）
[建設地]---------新潟県長岡市信濃町
[竣工年]---------2005年
[構造]------------ＲＣ造、5階建
[規模・面積]-----5862.75㎡
[主要用途]------高齢者センター、ケアハウス、ディサービス

長岡駅から真西に延びる道路は大手大橋で信濃川と直行する。そのたもとに建設された健康の駅
ながおかは長岡市にとって初めての複合型福祉介護施設としてのPFI事業であった。長岡市の川
東と川西を分けるクロスポイントでもある。同時に肉体的には老人でも、精神的、経験的には豊人
である。老人と豊人が象徴的にクロスするポイントでもある。（元々、介護施設を設計する時の重要
なコンセプトである。）
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思考挑戦しただけなのかもしれない。

高田清太郎30の金言6（建築6）

[タイトル]--------ショットバー（バリエテ2）
[建設地]---------新潟県長岡市南七日町
[竣工年]---------1998年
[構造]------------鉄筋コンクリート造２階建
[規模・面積]-----111.40㎡
[主要用途]------飲食店

1998年竣工したショットバー「ラ・バリエテ」。構造はいたってシンプル！ボックスタイプのＲＣ壁式
構造である。水平力は外形のＲＣボックスで対応。鉛直荷重はＲＣ壁と併用した二本の大丸太柱
で対応。マッスとリニア―構成の二つの対比は美しい。ハサギと共演したり、笠地蔵になったりと試
行錯誤である。
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四角を回転させ少々圧縮を加えると菱形になる。四角はスクエアー！菱形はダイヤモンド！

高田清太郎30の金言7（建築7）

[タイトル]--------サポートセンター川崎（ツウィング）
[建設地]---------新潟県長岡市川崎
[竣工年]---------2012年
[構造]------------木造2階建
[規模・面積]-----1203.4㎡
[主要用途]------ユニット型特養、小規模多機能、地域交流室、在宅支援型住宅

2012年竣工したサポートセンター川崎（地域密着型複合老人介護施設）。堅苦しい四角四面のデ
ザインも角度を４５度振ってやり少し力を加えると菱形が誕生する。スクエアー（老人）からまさにダ
イヤモンド（豊人）への変身である。当施設のデザインモチーフはそのままダイヤモンドで、至る所に
ちりばめられている。

A10 -- 16 A10 -- 17



A10 -- 16 A10 -- 17



一流と言われている人ほど粘り強いのである。いやいや、粘り強いから一流なのだと言った方が良いのだろ

う。センスがあるない？は別次元。あるとすれば粘りのセンスである。建築をデザインするだけの問題ではな

く、営業にも言える。この粘りが実は対する建築主様には一生懸命と映るのである。交友関係もそうである。

しつこさだけだと閉口されるが粘り強さは感動モノである。

高田清太郎30の金言8（建築8）

[タイトル]--------スケッチで塗り込められたロールトレペ
[制作年]---------1977年
[素材]------------ロールトレペ
[目的]------------スケッチ

私の設計する時のスケッチキャンバスはロールトレペそのままである。ひとつのプロジェクトは切り
離さないことでそのデザイン過程に血を流し続けたいと思い込んでいたからである。思考継続であ
る。時には幾重にも重ねながら手に筆に考えさせた。もっとも期待される形が必ず生まれ出ることを
信じているからでもある。
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真理はあなたを自由にする！（真理はシンプル）

高田清太郎30の金言9（建築9）

[タイトル]--------1974年12月30日の誕生日祝に頂いた口語訳聖書
[発行所]---------日本福音協会
[発行年]---------1974年

1966年は初めて聖書・バイブルとの出会った年！私が高校2年生の時であった。「はじめに言葉あ
りき」は強烈で、その後の創作活動に大きな力と慰めを与えてくれた。その根底には「真理はあなた
を自由にする！」（ヨハネによる福音書８：３２）があった。「右の頬を叩かれたら左の頬を出しなさ
い」は自分にはできない言葉として何時までも残る。
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タカモクの社歴は６３年、私と同い年である。

高田清太郎30の金言10（建築10）

[タイトル]--------高田材木店製材工場風景。
  地元の山から伐り出された丸太の上で一服する若い衆。
  奥に機名サフラン酒の蔵が見える。　
[場所]------------新潟県長岡市摂田屋
[年月日]---------1960年

1949年に高田材木店が創業したタカモクは、63年前に私のおやじが高田材木店として創業した
会社である。私はこの年に生まれた。だから会社の年は63才であり、私も63才。かつては製材工場
として土場には沢山の丸太が横たわっていた。現在はプレカット工場として活躍している。仕事は地
味だが変名し変身して事業継続している。
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そもそも融雪設備の歴史は大変短い。むしろ、三国街道は屋根から下された雪をそのままにして不

便をしていた、かつての雪国の都市生活を偲ぶには欠かせない要素としてとらえる方が良いように

思う。

高田清太郎30の金言11（建築--雪1）

[タイトル]--------喫茶店（多間里場：たまりば）
[建設地]---------新潟県長岡市青葉台
[竣工年]---------1996年
[構造]------------木造2階建
[規模・面積]-----130.39㎡
[主要用途]------飲食店

1996年に長岡ニュータウンに完成した第一棟目の喫茶店の名は「多間里場（たまりば）」。雪国の
風物詩にカマクラがある。大雪が屋根に埋まったら家自体がそっくりカマクラになる様にデザインし
た。夏にも基礎部の小さなカマクラが雪国を偲ばせる。夏でもここは雪国！
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豪雪は敵であると一蹴してしまうことが出来ないのは醸造の町の宿命である。文化として捉えれば

豪雪は豊かな水の源！大豊作に導き、豊かな伏流水は醸造の町を作り銘酒が生まれてきた。安易

な融雪設備の設置は如何なものであろうか？

[タイトル]--------冬の風物詩。稲の切り株に積もった雪。 「樹氷ならぬ、稲氷」の美しい芸術。雪の晴れ間の散歩途中で撮影した雪の造形。稲の切り株をお
おった樹氷ならぬ稲氷である。何気なく撮った写真が私に語り始めた。

高田清太郎30の金言12（建築--雪2）

A10 -- 26



A10 -- 26



自然力には謙虚な姿勢が大切である。

[タイトル]--------段床の家（スノーピラミッドハウス）
[建設地]---------未定
[竣工年]---------1990年発表
[構造]------------ＲＣ併用木造2階建
[主要用途]------和雪住宅！楽雪住宅！

1990年に提案した段床の家「スノーピラミッドハウス」。豪雪地では冬期間は1Ｆの採光がとりにく
い、そこで高床式住宅がもてはやされた。歩行者にとっては無機質なＲＣ壁に囲まれたり、高床階
段は一か所で上下を接続することで結果として近隣とのコミュニティーの濃度を低めることとなり
がちである。四周全面に階段を設置することで大地と接続するのである。雪が積もればファミリー
ゲレンデが誕生することだろう。

高田清太郎30の金言13（建築--雪3）
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耐雪住宅への挑戦は1987年の第一号やじろべえ住宅発表からであるから25年の歳月が経った。

[タイトル]--------やじろべえ住宅
[建設地]---------新潟県長岡市花園
[竣工年]---------1987年
[構造]------------木造耐雪構造
[規模・面積]-----152.36㎡
[主要用途]------住宅（木造耐雪住宅）

長岡は2.5mの積雪を数年続けた。仕事がら定期的に転勤するクライアントからの依頼であった。
木造の耐雪住宅を希望されていたが、参考になるデーターがない。雪国では雪下ろしは当たり前
の諦観の境地にあった。木造で耐雪型巣舞づくりへの期待が高まってきた。目標を決めたら次に
試行錯誤が始まる。雪降ろしたわみセンサーを試作し、めり込みの様々なデータをとるために数多
くの試験もなされた。

高田清太郎30の金言14（建築--雪4）
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屋根雪面積100㎡（約30坪）に２ｍ積雪が載った場合、雪の総荷重は60トンである。

[タイトル]--------多塔屋根の家
[建設地]---------新潟県長岡市川崎
[竣工年]---------1993年
[構造]------------耐雪＋融雪＋落雪＝ハイブリッド屋根、木造２階建一部ＲＣ
[規模・面積]-----191.03㎡
[主要用途]------住宅

雪による被害は多発している。屋根雪は積雪深でなく積雪荷重で捉えなければならない。建築基
準法では雪の比重を0.3、実際にその年の雪を計測すると0.36あった。そこで屋根雪にはハイブ
リッドで対応することとした。平面中心部は耐雪一部融雪式であり、周辺部は落雪型とした。

高田清太郎30の金言15（建築--雪5）

A10 -- 32 A10 -- 33



A10 -- 32 A10 -- 33



雪が降り始める前に花は「氷の華」、ちらほら降る雪は「風花」

[タイトル]--------長岡ルーテルキリスト教会（ゆきん子ペンギン）
[建設地]---------新潟県長岡市三和町
[竣工年]---------1992年
[構造]------------ＲＣ＋木造2階建て
[規模・面積]-----299.92㎡
[主要用途]------礼拝堂

1992年竣工「バナキュラーアーキテクチャー」。雪国ゆえに雪国のデザインがある。積もった雪が美
しい形をつくったり、雪対策時の形であったりする。雪の結晶自体もとてもきれいで、ちらちら舞い落
ちる雪にも風情がある。それをゆきん子ペンギン教会に照明デザインしてみた。「あなたの罪は緋の
様に赤くとも雪のように白くされるのである」（イザヤ）

高田清太郎30の金言16（建築--雪6）

A10 -- 34



A10 -- 34



山から木を伐り出す。冬には馬にそりを引かせた。

[タイトル]--------山から伐採した丸太を運搬する風景
[場所]------------新潟県長岡市逆谷（旧三島郡）
[年月日]---------1957年

山の木を伐採して製材する。巣舞づくり用の建築資材にするまでにはとても大難儀であった。満足
な山道がないために冬の雪上を橇で出した。橇の引き手は人力から馬力、そして耕耘機まがいのも
のであった。車で運搬するまでには今少々の時間が必要とされた。現在は機械化が進んでいるが、
まだ半世紀前の話である。

高田清太郎30の金言17（建築--雪7）

A10 -- 36



A10 -- 36



雪国の住宅にとって一番怖いのは冬季間に発生する地震である。

[タイトル]--------ムクの美しさハイブ97
[建設地]---------新潟県長岡市青葉台
[竣工年]---------1997年
[構造]------------木造2階建一部鉄筋コンクリート造（ハイブリッド工法）
[規模・面積]-----115.10㎡
[主要用途]------住宅

「建築は強・用・美の総合芸術である！」と紀元前２0年頃にローマの建築史家ヴィトルヴィウスは
言った。私達は多くの自然災害にいつも囲まれている。単に強ければよいとは言わない。適度な採
光も必要である。時に部屋の設えも変えたい時が来るかも知れない。地震力は中心位置に設置さ
れたRCコアで対応させて外部開口部をフリーとすることが出来る。

高田清太郎30の金言18（建築--雪8）

A10 -- 38



A10 -- 38



雪のつくる造形はとても面白い。

[タイトル]--------リプチの森の水門柱のヘアーファッションショー
[場所]------------新潟県長岡市摂田屋リプチの森
[年月日]---------2010年～2012年

舞い落ちた雪は湿度によってざらめ雪からしまり雪そして新雪パウダー雪と様々な特徴を持ってい
る。屋根雪が風の影響で時にはとても大きな雪庇を作り出す。（偏荷重は危険である）2006年に長
岡市摂田屋地内に開発されたリプチの森は春夏秋冬通じて自然のアートキャンバス。冬は水門柱
の頭上でとても楽しく面白いヘアーファッションショーが始まる。

高田清太郎30の金言19（建築--雪9）

A10 -- 40



A10 -- 40



何気ない一言が人を動かす。私を動かす。

[タイトル]--------ＡＰＭ蔵
[建設地]---------新潟県長岡市宮内
[竣工年]---------2013年
[構造]------------木造2階建
[規模・面積]-----98.39㎡
[主要用途]------倉庫（ポスター他）

その人にとっては普通でも他者から見たらかなり個性的なものが沢山ある。ＡＰＭがリノベーショ
ン・開設したのは2009年7月。そして4年後宮内駅前にＡＰＭと姉妹になるＡＰＭ蔵が誕生する。館
長の秋山孝氏が言った。「高田建築事務所の特徴である構造デザインを様々な条件の中でも見せ
てほしい」がテーマであった。

高田清太郎30の金言20（人生1）

A10 -- 42



A10 -- 42



橋の名前はダイレクトに「摂田屋橋」である。結果そのまんま「せったやばし」と読む。

[タイトル]--------リプチの森間知づくりプロジェクト
[建設地]---------新潟県長岡市摂田屋
[竣工年]---------2006年～現在進行中（2013）
[構造]------------メインは木造2階立て
[規模・面積]-----1.6ｈａ、48区画分譲地
[主要用途]------住宅、店舗、福祉施設

長岡市摂田屋5丁目には二つの川が流れている。一つは一級河川でもある太田川が町の西側外周
部をなぞっている。もう一つは農業用水の福島江である。町の真ん中を南北に流れ町内を東西に
分断している。町内会挙げての長い間の請願橋である。橋の長さ（１１ｍ）より橋幅（１２ｍ）の方が
広いが2012年春に完成した。

高田清太郎30の金言21（人生2）

A10 -- 44 A10 -- 45



A10 -- 44 A10 -- 45



三代夫婦の渡り初め。

[タイトル]--------せったやばし
[建設地]---------新潟県長岡市摂田屋
[竣工年]---------2012年
[構造]------------ＲＣ造（ＰＣボックス）
[規模・面積]-----Ｗ12ｍ、Ｌ11ｍ
[主要用途]------橋

2012年にリプチの森入口の橋が架け替えられた。名前はそのまんま摂田屋橋。三代夫婦の渡り初
めに指名された我が家はその日は朝から緊張気味であった。自然災害でしょっちゅう流された橋
が三代続いた家族の様に長い間維持されることを祈念しての渡り初めの儀式であると聞いた。思
わず健康でありますように！と祈る。

高田清太郎30の金言22（人生3）

A10 -- 46 A10 -- 47



A10 -- 46 A10 -- 47



あなたにとっての狭き門とは？

[タイトル]--------サルギナトベール橋
[設計]------------ロベルト・マイヤール
[建設地]---------スイスアルプス
[竣工年]---------1930年
[構造]------------3ピンアーチ
[規模・面積]-----3.5ｍ×92ｍ
[主要用途]------橋
[撮影]------------斎藤公男 日本大学名誉教授（1972年）

一般的には高校・大学は自分の意志で決めるものである。私は商業高校も日大理工学部建築学
科も親父が決めてしまった。素直に従った自分が偉い！？自主性が無いだけ！？しかしその門はとて
も狭い。サルギナトベール橋はスイスの渓谷に掛かる橋幅僅か3.５ｍスパン92mの橋である。人生
と同じく狭き門を渡ると次の新しい景色を楽しむことが出来る。

高田清太郎30の金言23（人生4）

A10 -- 48 A10 -- 49



A10 -- 48 A10 -- 49



額に汗する私は正に無我夢中！

[タイトル]--------巣舞：居場所さがしの旅
[発行所]---------新潟日報事業社
[発行年]---------2002年

2002年12月30日に上梓させて頂いた初めての書籍「巣舞：居場所さがしの旅！」（新潟日報朝刊
の新潟・まち・住まい考で一年半にわたり掲載）居場所論や住まいづくりの知恵が沢山ちりばめら
れている。間違いなく汗を流しながらの68週分のエッセイ集である！

高田清太郎30の金言24（人生5）

A10 -- 50 A10 -- 51



A10 -- 50 A10 -- 51



時間と共に精神的にも思想的にも益々高揚するものである。

[タイトル]--------秋山孝ポスター美術館長岡（ＡＰＭ）
[建設地]---------新潟県長岡市宮内
[竣工年]---------2009年
[構造]------------鉄筋コンクリート造、一部木造２階建
[規模・面積]-----141.58㎡
[主要用途]------美術館（北越銀行宮内支店からのリノベーション）

2009年に完成したＡＰＭは大正14年に建築された北越銀行宮内支店のリノベーションであった。
当時賑わいを見せていた宮内商店街の中心部に位置していた銀行は街の象徴でもあったはずで
ある。時代と共に姿を消していくもの益々光り輝くもの様々である。いずれにせよそれらを併せ持つ
記憶の空気は私達の思索散歩に高揚感を添えてくれるのである。

高田清太郎30の金言25（人生6）

A10 -- 52 A10 -- 53



A10 -- 52 A10 -- 53



生きてきた時間は多くの出来事と出会い多くの風景を見てきた。多くの事を考え、時に喜怒哀楽に

身を寄せた。さわやかに感動する時間を共有できる人も、その何倍何十倍も割り切れない時間を

共有できないまま背負ったことであろう。

[タイトル]--------喜多町診療所（フリースピタル）
[建設地]---------新潟県長岡市喜多町
[竣工年]---------1998年
[構造]------------鉄骨造
[規模・面積]-----1497.17㎡
[主要用途]------診療所

生老病死、人間の避けることのできない道の様である。人間の生産性は同時にエンタルピー（廃
熱）の増大を止めることは出来ない。生と死は一対であり、建設と廃棄も一対である。喜多町診療
所は一般内科と併設して１００床のベッドを備えている人工透析クリニックである。長時間の拘束
ではあるが、再生への喜びを噛みしめる空間となってくれることを祈念して設計コンペに参加させ
て頂いた。

高田清太郎30の金言26（人生7）

A10 -- 54 A10 -- 55



A10 -- 54 A10 -- 55



思考し、思索し、挑戦し、人生と言うタブローを作り上げていくのである。とても豊かな人である。

[タイトル]--------サポートセンター摂田屋（プチリプチ）
[建設地]---------新潟県長岡市摂田屋
[竣工年]---------2010年
[構造]------------木造平屋
[規模・面積]-----972.29㎡
[主要用途]------複合型高齢者介護施設（ユニット型特養、小規模多機能、地域交流室）

思考し、思索し、挑戦した分描く夢の数は多くなる。正・反・合の弁証法的思考もタブローを作り上
げる一つの思考法でもある。そして何度も繰り返しながら練り上げていく。同じ形でも伸縮させた
り、角度を振ったりすることでイメージが異なってくる。常にバランス（アンバランスのバランス）を取
りながら形に息吹を与え続けたいものである。

高田清太郎30の金言27（人生8）

A10 -- 56



A10 -- 56



歴史観はその渦の真っ只中にいると分かり辛く、ちょっと距離を置いてみた方が良く見える。

[タイトル]--------はさ木の家
[建設地]---------新潟県長岡市前島
[竣工年]---------1989年
[構造]------------木造2階建
[規模・面積]-----266.34㎡
[主要用途]------住宅（高田清太郎の母の実家）

様々な距離を取ることはとても大切だ。距離感（大きさ）は居方（方向）と並んで快適な居場所を決
めるためのベクトル表示でもある。全体ゾーニングスケッチから始めたプロジェクトはディテールに
思いはせることで空間にエネルギーを与える。私の御袋の実家は前川である。東山を背にハサギに
掛けられた稲穂の香りはかつて倉造りの佇まいを偲ばせる。時間との距離感も忘れていなかった。

高田清太郎30の金言28（人生9）

A10 -- 58 A10 -- 59



A10 -- 58 A10 -- 59



一日一生、一日一語、一日一話、一日一章、一期一会。

[タイトル]--------ススキに積もった雪
[場所]------------新潟県長岡市摂田屋
[年月日]---------2000年頃

私達の目は瞬間ショットを記憶する。その記憶の繋がりが合成されると一つのドラマが生まれ出
る。私達の歴史の中には無数の史実がある。その中からいくつかをピックアップして光を当て組み立
てていくとそこに一つの歴史小説が生まれる。同じように別の組み合わせをすると別の角度からの
世界を見ることが出来る。ススキに降り積もった雪の分子はまさに一回性である。それだけに強烈
なメッセージでもある。

高田清太郎30の金言29（人生10）

A10 -- 60 A10 -- 61



A10 -- 60 A10 -- 61



永遠は遥か彼方の遠方にあるのではなく今日一日の連続に存在する。

[タイトル]--------リバーサイドプロジェクト（未完成）
[場所]------------新潟県長岡市千秋が原
[年月日]---------2005年
[主要用途]------複合型福祉施設

今の連続が永遠である。だから今を喜び・祈り・感謝することの大切さがある。2005年に与えられ
たプロジェクト（未完成）があった。生命の川計画である。場所は千秋が原である。スフィンクスの謎
かけが蘇る。「朝は四足・昼は二本足・夜は三本足の動物はなーに？」であった。当プロジェクトは
認定こどもえんから研修・介護福祉施設群の複合施設であった。アンモナイトは更に永遠への時
の流れの壮絶さを伝えんとしている。

高田清太郎30の金言30（人生11）

A10 -- 62



A10 -- 62
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